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 水溶液の性質  

 

１．語句チェック 

（１）食塩水の食塩のように、とけている物質のこと。 

（２）食塩水の水のように、とかす液体のこと。 

（３）溶媒が水の溶液。 

（４）硫酸銅を水に溶かした液は何色をしているか。 

（５）（４）は水溶液といえるか。 

（６）水溶液の全体のこさはどうなっているか。 

（７）液体にとけないものや溶け残ったものを、ろ紙を用いてこし取る方法。 

（８）ろ過する液は、何に伝わらせてろ紙に注ぐか。 

（９）ろ過するときに、ろうとの長い方のあしは、ビーカーのどこにつけるか。 

（10）物質が水に限度まで溶けている状態。 

（11）物質を水に限度までとかした水溶液。 

（12）一定量の水（100ｇ）にとける物質の限度の量。 

（13）水溶液を蒸発させて出てくる、いくつかの平面に囲まれた規則正しい形をした固

体。 

（14）固体の物質をいったん水に溶かし、再び結晶として取り出すこと。 

（15）食塩水からたくさんの食塩の結晶を取り出す方法。 

（16）青色リトマス紙を赤色に変える水溶液は何性か。 

（17）赤色リトマス紙を青色に変える水溶液は何性か。 

（18）酸性の水溶液に緑色のＢＴＢ液を加えると、何色になるか。 

（19）アルカリ性の水溶液に緑色のＢＴＢ液を加えると、何色になるか。 

（20）マグネシウムをとかして水素を発生するのは、酸性、アルカリ性のどちらの水溶液

か。 

（21）うすい塩酸にマグネシウムを入れたときに発生する気体。 

（22）マグネシウムを入れた塩酸に水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと、気体の発生

はどうなるか。 

（23）酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせたときに、それぞれの性質をたが

いに打ち消しあう反応。 

（24）（23）の反応によってできる物質を２つ。 
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２．食塩を水に溶かして、食塩水をつくった。次の問いに答えなさい。 

（１）食塩水において、次のア、イはそれぞれ何か。 

    ア：溶媒  イ：溶質 

（２）濃度を求める公式を書きなさい。 

（３）食塩 20ｇを水 80ｇに溶かしたとき、できる食塩水の濃度を求めよ。 

（４）濃度が 10％の食塩水 200ｇをつくるには､食塩と水それぞれ何ｇずつ混ぜればよい

か。 

（５）濃度が 10％の食塩水 200ｇに水 300ｇを加えると、濃度はいくつになるか。 

（６）30ｇの砂糖を水に溶かして、10％の砂糖水を作りたい。水を何ｇ用意すればよいか。 

 

３．次の問いに答えよ。 

 （１）15ｇの食塩が溶けている 75ｇの食塩水の濃度は何％か。 

 （２）100ｇの水に 25ｇの砂糖を溶かしたときの砂糖水の濃度は何％か。 

 （３）10％の硫酸 150ｇに含まれている硫酸は何ｇか。 

 （４）20％の砂糖水 50ｇを４倍にうすめるのに必要な水は何ｇか。 

 （５）35％の塩酸 100ｇを７％にうすめるためには、何ｇの水が必要か。 

 

４．Ａ～Ｄの４種類の水溶液があり、これらを見分けるために次の実験１～３を行った。ただ

し、Ａ～Ｄは、砂糖水・食塩水・塩酸・アンモニア水のいずれかである。 

（実験１）においを調べると、ＢとＣにはにおいがあり、ＡとＤにはなかった。 

（実験２）リトマス紙の変化を調べると、Ｂは青色リトマス紙が赤色に、Ｃは赤色リトマス紙が青

色に変化したが、ＡとＤは変化しなかった。 

（実験３）蒸発皿にそれぞれの水溶液を少量とり、ガスバーナーでかわくまで熱すると、Ａは

茶色のこげが残り、Ｄは白い固体が残った。ＢとＣには何も残らなかった。 

（１）実験１で水溶液のにおいを調べるとき、どのようにしてにおいをかげばよいか。 

（２）Ａ～Ｄの水溶液のうち、酸性のものはどれか。 

（３）ＡとＣの水溶液はそれぞれ何か。名前を答えなさい。 

（４）砂糖水と食塩水は実験１～３のうちどの方法で区別できるか。区別できるものをすべ

て選びなさい。 

（５）砂糖水は水溶液である。この水溶液は砂糖のように溶けている物質と物質を溶かし

ている液体に分けられる。それぞれ何というか。 

（６）上の４つの水溶液で、金属片を入れると、金属が溶けて気体が発生するものはどれ

か。水溶液の名前を答えなさい。 
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５．２つのビーカーにそれぞれ 80℃の水が 100ｇ入っている。

一方には食塩 50ｇを、もう一方には硝酸カリウム 90ｇを入れて

混ぜた。グラフを参考にして次の問いに答えなさい。 

（１）この食塩と硝酸カリウムは水にとけるか。 

次から適するものを選べ。 

   ア：全部溶ける  イ：一部が溶け残る  ウ：全く溶けない 

（２）グラフから考えると、水の温度が 30℃のときの硝酸カリ

ウムは水 100g におよそ何ｇまで溶けるか。 

（３）この硝酸カリウムの水溶液を 30℃まで冷やすと、どうなるか。 

 

６．ビーカーＡ、Ｂにそれぞれ 60℃の水 100ｇを入れ、Ａに硝酸カリウム、Ｂには食塩を

それぞれ 50ｇずつ入れて、よくかき混ぜた。また下の表は、溶解度（100ｇの水に溶け

ることができる量）を表したものである。これについて、次の各問いに答えなさい。 

 

 

 

（１）このとき、硝酸カリウム、食塩のうち、どちらの物質が何ｇ溶けないで残るか。 

（２）ビーカーＡの温度を 20℃に下げると、いくつかの平面で囲まれた規則正しい形をした 

固体がでてきた。 

①下線部のような固体を何というか。 

②このようにして固体を取り出す方法を何というか。 

③何ｇの硝酸カリウムの固体が出てくるか。 

（３）固体を限界まで溶かした水溶液を何というか。 

 

７．グラフは 100g の水にそれぞれ物質が何ｇ溶けるかを表した 

ものである。 

（１）物質が溶解度まで溶けている水溶液を何というか。 

言葉で答えなさい｡ 

（２）水 20ｇにミョウバン５ｇを溶かしたが、溶けなかったので 

あたためた。何℃になったら全部溶けるか。 

（３）水 100ｇに硝酸カリウム 60ｇを加え、完全に溶けるまであたためた。その後、20℃まで冷 

やしたところ、再び固体があらわれた。このように一度溶けた固体が再びあらわれることを 

何というか。言葉で答えなさい。 
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（４）（３）のとき、何ｇの固体があらわれたと考えられるか。一番近いものを選び、番号で答え

なさい。 

① 22ｇ  ② 32ｇ  ③ 38ｇ  ④ 28ｇ 

（５）40℃の水に一番たくさん溶ける物質は何か｡ 

 

８.塩酸にマグネシウムを入れると、さかんに泡が発生した。これにある水溶液を少しずつ加

えていくと、泡の発生が少なくなり、やがて発生しなくなった。次の問いに答えなさい。 

（１）発生した泡は、何という気体か。 

（２）加えていった水溶液としてあてはまるものを次から選びなさい。 

   ア：うすい硫酸  イ：水酸化ナトリウム水溶液  ウ：食塩水 

（３）しだいに泡が発生しなくなったのは､加えた水溶液によって塩酸の性質がどうなったた

めか。 

（４）このような変化を何というか。 

 

９.４種類のうすい水溶液Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄがある。これらは塩酸、砂糖水、食塩水、アンモニア水

のいずれかである。Ａ～Ｄがどの水溶液か調べる実験をした。次の各問いに答えなさ

い。 

【実験１】Ａ，Ｂ．Ｃ，Ｄを赤色リトマス紙にそれぞれつけると、Ａはリトマス紙を青色に変えた

が、Ｂ，Ｃ，Ｄは変化がなかった。 

【実験２】Ｂ，Ｃ，Ｄそれぞれにスチールウールを加えると、Ｄでは泡が発生したが、Ｂ，Ｃで

は変化がなかった。 

【実験３】Ｂの水溶液を少量、ペトリ皿の上にとり、自然にかわくまで待ったら、直方体をした

固体が出てきた。 

（１）アンモニア水はＡ～Ｄのうちどれか。 

（２）食塩水はＡ～Ｄうちどれか。 

（３）【実験２】で発生した気体は何か。 

（４）ＢＴＢ液を加えると黄色になるのは、Ａ～Ｄのうちどれか。 

（５）水溶液を少量スライドガラスにとって加熱すると、後に何も残らないのは、Ａ～Ｄのうち

どれか。すべて答えよ。 

 


